
若者を「殺し、殺される」戦場に送らない

自衛隊の問題で、いまいちばん大事なことは、なくすかどうか、ではあ

りません。災害復旧などで汗を流す隊員たちを、安保法制を発動し、

アメリカの戦争に派兵し、「殺し、殺される」戦場に送りこんでいいのか、

にあります。私たちは絶対反対です。

国民が「なくても安心」となるまでは存続

共産党は、いますぐ自衛隊をなくそうなどと考えていません。将来、ア

ジアが平和になり、国民の圧倒的な多数が「軍事力がなくても安心だ」

と考えたときに、はじめて憲法9条の理想にむけてふみだそうと提案し

ています。

…らたけうを略侵の」正不迫急「、一が万

自衛隊もふくめて、あらゆる手段をもちいて命を守りま

す。国民の生存、基本的人権、国の主権と独立を守る

のは、政治の当然の責務だからです。

自衛隊 海外の戦争で

血を流させない
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